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《 概 要 》 

食品や包装材などの香気成分や異臭成分を特定する装置です。ファイバー吸着、窒素通気濃

縮、液中の溶存成分の濃縮など、試料に合わせた前処理が可能です。 

 

《 設備外観 》                 《 仕 様 》 

■注入方法 

・加熱脱着法、固相マイクロ抽出法、 

ヘッドスペース法、液体注入法 

■カラム 

・DB-WAX 60m×0.25mm×0.25m 

■検出方法 

・質量分析計(EI 法) 

・匂い嗅ぎ装置 

・炎光光度検出器(FPD) 

 

 

《 用途例 》 

香気成分の把握            異臭クレームの原因調査 

 

 

 

 

 

 

 


